
植樹活動に参加する小学校児童の意識に関する研究 

─栃木県日光市足尾町松木地区の体験植樹をケーススタディとして─ 

 

宇都宮大学 学生会員 〇櫻井 翔平 宇都宮大学 正会員 青木 達也  宇都宮大学 正会員 山岡 暁 

 

1．序論 
(1)研究の背景 
 近年，環境保全のための重要な活動の一つとして植
樹活動が行われている．日本では植樹地において受け
入れ側となる NPO や行政組織などがそれを主催してい
る例がみられる．植樹活動への参加形態としては，学校
団体による校外学習（野外活動）および修学旅行（文化
的資源を見たり体験したりする学習）等の一環として
参加・体験するものも存在している． 
 このように植樹活動は単なる環境保全活動として行
う一方で，地域の観光事業の一環として実施されてお
り，大きく二つに分ければ，「環境学習」と「観光」の
側面を有している．特に少子高齢化が進んでいる地域
においては，植樹活動の継続や地域の活性化には植樹
の魅力を実際に体験することで知ってもらい，楽しん
でもらうことが重要であると考える． 
 そこで本研究では植樹の楽しさに関する児童の意識
の調査分析から植樹の楽しさに関与する要因を推測し，
その影響度合いを明らかにすることを目的とした． 
(2)研究の対象 
 本研究の対象は，「栃木県日光市足尾町松木地区の体
験植樹」である．「体験植樹」は「植樹活動」の一種で
あり，「植樹活動」とは，収穫等の生産的な目的は考慮
せずに，記念的な目的や環境回復を目的として，木を
植える活動を指す．こうした環境保護活動の役割に加
えて，「植樹活動」は遠方から参加を募ることで開催地
の自然や特色に触れてもらうことを目的とした観光活
動の役割も併せ持っているという見方もある．このこ
とから，本研究では植樹活動に関する要素について図
1 のような概念図を設定し，その上で環境保護活動と
観光活動の双方に関わると考えられる「楽しさ」に着
目し調査を行った． 
 
2. 既往研究と本研究の位置づけ 
 本研究と関係する既往研究については，大きく分け
て①観光の動機や満足度について研究したもの，②ボ
ランティア活動またはそれに関係する活動（養成講座
等）の参加者の意識について研究したもの，③ボラン
ティア活動における運営側と参加者側の交流による活
動参加意識への影響について研究したものの 3 点が挙
げられ，それぞれの区分に属する既往研究は数多い． 
 本研究は環境保護活動と観光活動の双方に通ずる植
樹参加者の意識調査を行う点で前例が無く，本研究の
成果は植樹活動や地域の活性化を図る上で参考とする
べき指標となると考えられる． 

 
3. 調査方法 
本研究を行う上で行った調査とその目的を示したフ

ローを図 2 に示す． 
「足尾に緑を育てる会」へのインタビュー調査につ

いてはオンラインにて令和 3 年 9 月 10 日に実施し
た．本調査は実際にスタッフとして活動される方の話
を通して，同会の活動理念や活動内容への理解を深め
るために実施した． 
栃木県日光市松木地区の現地調査については，松木

地区の歴史的背景や体験植樹の内容，参加者の活動中
の雰囲気を把握するために令和 3 年 10 月 4 日，10 月
25 日，11 月 15 日，11 月 20 日に行った．また，この
時に体験植樹時の様子を撮影し，アンケート調査の際
に参加者に提示する振り返り資料としてまとめた． 
 アンケート調査については，現地調査時（令和 3 年
10 月 4 日）に体験植樹に参加した東京都の某小学校の
児童 107 名を対象に，令和 3 年 12 月 21 日に実施した．
アンケートに回答してもらう際，当時の感覚を出来る
だけ振り返ってもらうために現地調査時に撮影した体
験植樹時の様子を体験植樹の振り返り資料として提示
した．アンケートは無記名式であり，設問内容と回答方
法は表 3 に示す． 
 
4．アンケート調査の集計と分析 
 アンケート調査で回収した回答全 104 件に対し，有
効回答数 103 件を得た．これらについて，単純集計とク
ロス集計を行った．  
まず，単純集計については，図 3 に示すように，足尾

の「体験植樹」の中に「楽しさ」といったものが内在し
ていることが分かった． 
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図 2 調査分析の流れ 図 1 本研究における「楽しさ」の位置づけ 
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 次に，クロス集計の分析結果を図 4 と図 5，図 6，図
7 に示す．図 4 では男女差によって「楽しさ」に違いが
ないことが確認された．また，図 5 からは「過去におい
て何かしらの環境保護活動に携わった児童」がより強
く「楽しさ」を感じる傾向にあることが分かった． 
 図 6 からは「植樹方法の説明を受けた際の植樹意欲
の高まり」が高いほど「楽しさ」を強く感じることが分
かった．図 7 の「『国土交通省』との親しみやすさ」に
ついては，いずれも親しみやすさを感じるほど「楽しさ」
を強く感じる傾向にあるものの，「とても親しみやすい」
と回答した人は少なく，「親しみやすさ」は今後の体験
植樹で改善するべき要素であると考えられる． 
 さらに表 1 の設問区分 C から F までの回答と「楽し
さ」との関係を見ると，各設問でより肯定的な回答を出
した児童ほど「楽しさ」を強く感じる傾向が見られた． 
 
5.今後の課題 
 本稿では，単純集計とクロス集計から，児童の意識に
与える影響要因を考察した．引き続き，上記分析を進め
るとともに，数量化Ⅱ類によって「楽しさ」への影響要
因について考察を進めるとともに共分散構造分析を用
いて，それらの因果関係を明らかにすることが課題と
なる． 
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表 1 設問内容と回答方法 

図 3 設問 B-1 の回答の単純集計結果 
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図 4 「性別」と「楽しさ」 

図 5 「環境保護活動の参加経験」と「楽しさ」 
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図 6 「植樹方法の説明による植樹意欲の高まり」と
「楽しさ」 

図 7 「国土交通省との親しみやすさ」と「楽しさ」 
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